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NPO やましろ里山の会 週刊ニュース 1073 号 2025-2-20 

●地域説明会 京田辺市多々羅公民館 来場者 22 名 2 月 15 日（土） 

今年の地域説明会は計画は早く立てることは出来ましたが、肝心の会

場確保に取り組む事が出来なくて、ようやく京田辺市の普賢寺地域の

多々羅公民館を借用する事ができ、2 月 15 日に開催が可能となりま

した。 

今回の地域説明会では中学生の生徒さんが里山農園を中心にした調査

観察結果を発表していただきました。中沢君は「里山農園やポレポレ

ランドで生き物に出会ったものを写真やノートへの記録」を発表してくれました。続く吉村君は

ナガサキアゲハの北上に興味を持ち、他のチョウの北上

にも観察を広げ、北上の原因は地球温暖化と食草などが

大きい原因と思われると発表されました。お 2人とも里

山農園での観察や調査に懸命です。「観察力」が培われ

「なぜ？」と知りたいと思う好奇心が育てられたのでし

ょうか。森島保さんは、アライグマの取組報告として生

まれた子供が 1 年で妊娠する。それに雑食性で何でも食べる。捕獲で根

絶できるのかと発表された。イノシシの取組を発表された播川司さん

は、現状の説明と人とのすみ分けの必要性、干渉帯実現への協力を訴え

られました。オオムラサキと昆虫の取組報告の金田徹さんは、昆虫の生

育環境（クヌギとエノキがあり）が里山農園は整っていることと、樹液

と食樹の豊かな森を目指しての保全への発表でした。ヤマトサンショウ

ウオの取組報告の太田敏之さんからは経過報告と今後の課題について模

索中だと報告された。農園付近の植物について報告された山村武正さん

からは、普賢寺地域の環境の再認識と誇りを持ってほしいと強調され

た。最後に炭焼きについて大村幸正さん

から炭焼き窯などの説明と燃料問題と現

在の生活、施設と技術伝承の大切さが報

告された。参加者からは多くの方が優れ

た環境が再認識できたが地域住民の生活

向上への提起を求めるとの要望がされま

した。 

 

●木津川クリーン大作戦が成功 協力者 22 名 2 月 16 日(日) 

里山の会の活動は打田地域の植物や炭焼き体

験が一段落して木津川に関心が広がって自転

車道や高水敷を歩くと、木津川は綺麗な水が

流れている美しい川だと誰もが感じていまし

た。しかし増水後の茶畑にはペットボトルな

どが大変多く残され、草内運動公園では 400

本を拾い集めることもしばしばでした。茶農

家さんはビニールや飲料水の缶などの後片づけに相当労力を払っておられ

ました。綺麗だと思っていた木津川は大変な川になっていたのでした。里
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山の会は植物の調査観察に藪の中に入っ

てみて大量のゴミに驚きました。また自

転車道でも一旦停車場などではたばこの

吸い殻などが散乱していました。遠くか

ら見ているのと歩いてみるのでは大違い

でした。そこで、ゴミが目立つ場所に手

ごろな太さの竹を切ってきて、ごみ拾い

の呼びかけのポスターを木津川市から八

幡市までに 50 本 50 ヶ所に「掛けや」で

打ち付けて回りました。その呼びかけに応えていただいたのがイヌハギを管理してくれている山

下茂さんでした。また久御山町の流れ橋に来られたのが芳川艶子さんでした。その後この取り組

みをチャンスに里山の会の幹部として大仕事を進めていただきました。森島保さんや大村幸正さ

んに加えて福井波恵さん達は、木津川の両岸を走り回って集められたごみの収集に力を発揮して

いただきました。木津川のクリーン大作戦の実行委員長をされている山田信人さんは、現役の河

川レンジャーの時代から清掃活動を提案され、5年間で 800 人 25 団体が集合する運動へ発展させ

るためにご苦労をしていただいています。 

 

●竹サインペン新しい注文が来る 200 本 3 月 2 日に納品を 竹割のお手伝いを 

竹サインペンは山村常務理事が 3年前に病気治療で入院していた時に思い付き、城陽の竹島修さ

んに手作りで第 1号を試作いただき、改良に改良を重ねて、宇治市にお住いの金型職員であった

木下勉さんの協力が得られてさらに改善し、製作道具類を考え出し、今日僅かながら評価される

形に到達出来ました。2023 年の京都植物園でのいきものフェスで講演された湯本貴和先生から紹

介され称賛されました。それ以後竹エンピツや竹を素材に使用した作品の注文が続きました。 

作品をご覧になった皆さんから手触りが良いと、どなたからも評価をいただいています。竹で作

れている事にも驚き、障がい者の手仕事を狙いにしていることにも頑張ってとの声が届けられて

います。まだまだ改良が必要ですが、何よりも竹の切断や太さを揃えられる竹割機の製作が強く

求めているところです。ここが出来ると大量生産体制の第一歩になると思われます。とにかく誰

でもできる手仕事の竹割ですので少しの時間でも助かります。ご協力をお願いいたします。 

 

●さんさんグリーンさん(就労支援作業所)を訪問 2 月 17 日(月) 

障がい者支援として数々の表彰を受け全国各地から農福連携のモデルとして大変多くの参加者が

あった「さんさん山城」をあとに、行き場所を模索されていましたが、枚方市の医療法人のみど

り会からレストランと事務所の提案があり、多くの聴覚障がい者の方がこれまで通り作業をされ

ているとお聞きしていましたので訪ねました。レストランは本格的で、食事の場所も一流のホテ

ル並みの部屋、田辺では一味も二味もランクが上と見れる雰囲気のお店でした。調理室や事務

所、そして作業場所も空調が完備されていて行き届いた広さで皆さんが思い思いの作業を一生懸

命にされていました。かなり広いスペースでした。部屋の外には駐車場もゆとりがあり、玄関も

しっかりした構えがされていました。ロビーやトイレもきちんと整備されていていました。これ

ならさらに充実した活動を展開されてゆくのではないでしょうか。ここ以外にも京田辺市で農作

業の休憩所や農機具の置き場所も確保されていると伺いました。多くの皆さんがご協力をされて

いるのが見て取れました。多少の困難はあるでしょうが、力一杯張り切っておられました。 
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●ひらかた環境ネットワーク会議を訪問 2 月 17 日(月) 

枚方に天野川という川があり、その近くに村野小学校が廃校となり、校舎や運動場が地域に広く

利用されていて、「ひらかた環境ネットワーク会議」の事務所が校舎の一角にあり、竹サインペン

の話を事務局長の丸井昌子さんと環境教育部会の藤原秀昭さんに説明いたしました。お二人とも

すごく興味を持っていただき、来年大きなイベン

トが予定されているので紹介するから出展してい

ただきたいとおっしゃっていただきました｡また

話のなかで紙コップを利用した糸電話の原理を利

用した竹竿の三味線を見せていただきました。 
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参加費 無料 

13:30 

窯 


